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Larsen-Freeman, D. (1997）やHerdinaand Jessner (2002）で紹介されたと de
Bot, Lowie, and Verspoor (2007）で紹介されている。（deBot, K., Lowie, W., and 
Verspoor, M. (2007). A dynamic systems theory approach to second language 
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ン・ウィリアムズが最初に使った言葉である。 Lewis,Jones, and Baker (2012b）は、
トランス・ランゲージング、に関わる認知的処理がパイリンガリズムをさらに発展させる
とする指摘をしている（p.64）。ウエールズで、はトランス・ランゲージングが教育現場
の主流になりつつあるということである（Lewis,Jones, and Baker, 2013, p.65に引
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用）。また、神経言語学のトランス・ランゲージングに関する肯定的な研究結果が紹介

























































































第7章 Translanguagingin Education: 
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の説明をしている最初の2章は他の章に比べてやや難解である。その意味では、この書
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とである。既存の英語教授テクニックに、 トランス・ランゲージングを取り入れた方法
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cators. The Graduate Center, The City University of New York: CUNY-NYSIEB. 
加納
よって学校コミュニティーそのものの変質を目指している。一見野心的とも見える試み
だが、 2言語を個別の枠に閉じ込める伝統的な言語教育観・パイリンガル教育観を打破
し、 トランス・ランゲージングを活用した授業が着実に成果を挙げるためには、教師だ
けでなく、周囲を巻き込んだ環境作りが不可欠であることを明確にしている点で達見で
ある。また学内での継続的な活動は、上下関係に支配されない「協働」を目指し、多
言語学習者の保護者らの声を反映させようとしている点で、 トランス・ランゲージング
が内包する価値観と一致している。情報量が豊富で、ありながら索引がない点、言語の
組み合わせによっては難点があるテクノロジーによる翻訳など、課題はあるものの、本
書からは、学習者の多言語資源を弾力的に活用すると同時に、指導者自らも言語資源、
教授資源を駆使して柔軟に指導に活かす姿勢が一貫して鮮明に浮かぶ。本書が紹介す
る、複数教科・学年を対象とした多様な教授方略は、 トランス・ランゲージングによる
指導の潜在的応用力を十分に示唆している。
（加納なおみお茶の水女子大学）
［付記］
2014年秋の段階でwww.nysieb.cuny.orgよりダウンロードした資料を読んだが、
現在は、 2013年に修正を加えられたと追記されたものがhttp://www.nysieb.ws.gc.
cuny. edu/files/2013/03/Translanguaging-Guide-March司2013.pdfより公開されて
し、る。
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